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太田：実は昨年、木工関係の職人になりたいという女の
子が私の所へ相談に来てくれました。そこで師匠
の話をしたら、自分も伊勢一刀彫の職人になりた
いと決心してくれました。師匠にも彼女を紹介し
たら、私の時と同じようにすぐに受け入れてくだ
さって、私にも妹弟子ができました。もう一人、
弟弟子もいます。

知事：若者の入門者も増えてきているということです
ね。いいことですね。

太田：若い人に今後も入ってきていただければ、伝統工芸がとぎれることなく続いていくと思います。私は、師
匠たちと新しい人のつなぎ役としての役割を果たしていきたいと考えています。

知事：なるほど。そういう意味では、太田さんも参加されている若手の伝統工芸職人の皆さんが結成したグルー
プ「常

とこ
若
わか

」の存在ってすごく大きいですね。
太田さんが、「常若」の活動を通じて伝えたいことは何でしょうか。

太田：やっぱり継承していくことが大事だと思うので、若い人が伝統工芸の世界に入ってくるような活動を続け
ていきたいと考えています。「職人ってカッコイ
イんだよ」と感じてもらえるような活動をしてい
きたいですね。
もう一つは、やっぱり挑戦を続けなければいけな
いと思うんですね。若手として師匠たちができな
いこと、若いからこそできるチャレンジもあると
思うので、今のうちにどんどんやっていきたいと
思っています。

知事：例えば、今後どんな挑戦をしていきたいとお考え
ですか。

伊勢一刀彫で干
え

支
と

の戌
いぬ

を彫る作業や彩色を体験しました。

伊勢にゆかりのある神鶏の制作様子を見学

突撃取材！ 限定品の「干支・戌」を作ってくれました。「常若」でのワークショップの様子
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太田：そうですね。いっぱい挑戦したいと思うことはありますが、作品としては神
しん

鶏
けい

や蛙
かえる

、代
だい

参
さん

犬
けん

以外で、伊勢
ならではの新しいモチーフを作り、伊勢や三重の魅力を伝えていきたいと考えています。

知事：もっといろんなバリエーションで、伊勢らしいもの、三重らしいものを作っていきたいということです
ね。作品づくり以外では、いかがですか。

太田：昨年、私は結婚しました。まだ子どもはいませんが、将来は子育てと職人の両立ができるようになりたい
と思っています。母親になっても職人としてやっていけるということを見せることができたらいいなあと
思っています。

知事：いいですね。職人としても、現役でしっかり活動できるロールモデルをつくっていただけると、若い人た
ちの見本になりますね。また、これからの働き方も変えていけるかもしれませんね。

太田：そうですね。それをめざして頑張っていきたいと思います。
知事：多様なライフスタイルを持つ人材が伝統工芸にチャレンジし、続けられる環境が整っていくことが、技術

の継承につながっていきますからね。ぜひ先頭に立って頑張ってください。
太田：はい、頑張ります。
知事：ありがとうございました。
太田：ありがとうございました。
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